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地 域 ネット

都 議 会 ネット
■ 2019 年第 3 回都議会定例会の開催 9 月 3 日

（火）～ 18 日（水）。代表質問：9 月 9 日（月）、
一般質問：10 日（火）。

品川ネット
武藤類子さんが語る 東電原発事故刑事裁判判決
9 月 21 日（土）18：30 ～ 20：30　荏原第五
区民集会所第 1 集会室（下神明駅）　お話：武
藤類子（告訴団団長）、DVD 上映　500 円
主催：さよなら原発しながわアクション
TEL/FAX03-3783-3370、TEL03-5751-7105

中野ネット
「みんなの学校」上映会（バリアフリー上映）

９月 22 日（日）　なかの ZERO 視聴覚ホール（中
野駅）　① 10：30 ～ 12：30 音声ガイド対応
② 14：00 ～ 16：00 音声ガイド対応、フレンド
リー上映会（小さい声でのおしゃべり OK）　③
17：00 ～ 19：00　全回字幕付き　大人 1000
円、高校生まで無料　主催：みんなの学校＠中
野　090-2630-7347（細野）　予約：こくちーず
https://www.kokuchpro.com/event/fc5098b4
7cca6ad1296146a3f26f5a7a/　

武蔵野ネット
「どうする？　日本の水道」上映会＆トーク

10 月 6 日（日）14:00 ～ 16:00（予定）　武蔵
野プレイス 4 階フォーラム（武蔵境駅）　お話：
辻谷貴文（全水道会館水情報センター事務局
長）　500 円（予定）　主催：これからの水道を
考える会（予定）　0422-36-3767

府中ネット
新たな遺伝子操作「ゲノム編集」とは？「ゲノ
ム編集食品」の問題点を知ろう！
10 月 14 日（日）13：30 ～ 16：00　ルミエー
ル府中第 2 会議室（府中駅）　講師：上田昌文（市
民科学研究室代表理事）　042-360-4443

国立／国分寺ネット
山内れい子の都政フォーラム　ゲノム編集食品
何が問題？
10 月 20 日（日）10：00 ～ 12：00　さくらホー
ル（国立駅）　講師：天笠啓祐（ジャーナリスト）
300 円　主催：山内れい子とひまわり会議
042-575-7865

　東京・生活者ネットワークは 5 年前、国の都心低空飛行新
ルート計画公表にあたり、いち早く「23区羽田問題プロジェ
クト」を設置。計画の撤回を求めて国・都・自治体への働きか
けを強めてきたが、国は 8 月8日、新ルート計画決定を表明。
ネットは翌 9日、石井国土交通大臣にあて以下の文書をもっ
て抗議、要請行動を行った。

住民の生命と暮らしを脅かす、羽田空港機能強化に伴う都心低空
新ルート計画の白紙撤回と合理的代替案の再提示を求める要請
　国が来年 3 月29日の夏ダイヤからの導入を目している、羽
田新飛行ルート計画の政策決定が、8 月 8 日　国土交通大臣
によって発表された。
　しかしながら、とくに南風時に都心上空を低空飛行する着
陸ルートは、従来の関係自治体、議会、住民らが、騒音と落下
物の回避策としてすでに合意している「海から入って海から
出る」約束を一方的に反古にするものであり、そもそもあっ
てはならない計画である。また、板橋、練馬、豊島、中野、新宿、
渋谷、目黒、港、品川等の上空を飛行するこのルートは、最も
事故発生率が高いとされる「着陸前 8 分間」に該当し、ルート
直下には、乗降客日本一を記録する新宿駅がある。北風時の
離陸ルートにおいても、江東、江戸川等上空を飛行ルートと
しており、早朝、夜運航を含めさらに住民の生活を脅かすも
のとなっている。
　これまで国土交通省（以下：国交省）が各地で開催してきた
説明会では、住民の騒音、落下物、墜落等重大事故への懸念、不
安は一切解消されておらず、政策決定の前提であった「住民の
理解」が得られたとは言えない。そればかりか、自治体の意思
決定の場である品川、渋谷の両議会で採択された、新ルート計

画は「容認しない」「見直しを求める」決議への国の対応は皆
無である。また7月30日、8月7日に実施された国交省、東京都、
関係自治体等による連絡会及び協議会で示された騒音（軽減）
対策（新宿900メートルから1020メートルへ／大井町300メー
トルから 330 メートルへとしたが、専門家によれば大井町上
空での騒音軽減はわずか 0.8デシベルである）を具体化するた
めには、スタビライズド・アプローチの大原則（着陸時降下角：
原則 3 度）を破壊する、降下角3.5 度を採用する必要があり、こ
の変更がいかに無謀で危険かは世界に類例がないこと、ゴー・
アラウンドを多発させる愚策でしかなく騒音はいや増す事態
が予測されることからも明らかである。
　このような状況での新ルート計画の強引な実施は、憲法 25
条の生存権をも脅かすものであり、ゆえに、東京・生活者ネッ
トワークは、現段階での、羽田空港機能強化に伴う都心低空
新ルート計画の政策決定に断固抗議するとともに、改めて世
界に屈指の人口密集地東京を貫く新ルート計画は白紙撤回と
し、合理的代替案の再提示こそを求めるものである。　  以上 

大
震
災
後
の
暮
ら
し
・
ま
ち
の
復
興 

２
泊
３
日
の
疑
似
体
験
で
考
え
る

復
興
ま
ち
づ
く
り
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
９

す
る
問
題
は
「
住
ま
い
」。仮
設
住
宅
に

詳
し
い
専
門
家
か
ら
、「
都
会
は
仮
設

住
宅
用
の
土
地
が
少
な
く
、
避
難
所
も

住
ま
い
も
大
幅
に
不
足
す
る
」
と
の
指

摘
に
、「
ま
ず
は
我
が
家
の
耐
震
補
強

だ
」
と
声
が
あ
が
る
。一
方
、「
復
興
ま

ち
づ
く
り
」の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
中
越
地
震
、
東
日
本
大

震
災
、
熊
本
地
震
の
被
災
地
で
復
興
を

担
っ
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
よ
る
事
例
報

告
が
あ
り
、
大
勢
の「
被
災
者
」た
ち
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。ど
の
リ
ー
ダ
ー

た
ち
も
、
事
前
に
備
え
る
「
事
前
復
興
」

が
重
要
で
あ
り
、特
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
は
欠
か
せ
な
い
、
と
口
を
そ
ろ
え

る
。東
京
は
人
口
が
集
中
し
、
人
口
流
動

も
激
し
い
。高
齢
化
も
拍
車
が
か
か
る

こ
と
か
ら
、
他
の
被
災
地
と
は
違
う「
人

と
つ
な
が
り
方
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
」
を
探
る
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

た
。夕
刻
に
行
わ
れ
た
エ
リ
ア
別
の
話

し
合
い
で
は
、早
速
、
地
域
の
祭
り
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も
食
堂
な
ど

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
有
効
で
は

な
い
か
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

最
終
日
の
3
日
目
は
被
災
3
年
後

＝
本
格
復
興
期
＝
で
、
復
興
へ
の
事
前

準
備
を
考
え
る
設
定
だ
。３
つ
の
エ
リ

ち
で
決
め
る
体
験
を
す
る
。そ
の
周
囲
で

は
集
会
所
や
サ
ロ
ン
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

子
ど
も
の
居
場
所
な
ど
が
あ
る
仮
の
ま

ち「
仮
設
市
街
地
」が
設
営
さ
れ
て
い
く
。

「
事
前
復
興
」
が
大
事　

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
は
も
っ
と
大
事

　

2
日
目
は
被
災
3
カ
月
後
＝
復
興
始

動
期
＝
。こ
の
時
期
「
被
災
者
」
が
直
面

　

キ
ャ
ン
プ
の
初
日
は
被
災
７
日
後
＝

避
難
生
活
期
＝
を
想
定
、仮
設
の
住
ま
い

を
つ
く
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代
に
わ

た
る
参
加
者
は
、受
付
を
済
ま
せ
た
時
点

か
ら「
被
災
者
」だ
。彼
ら
は「
下
町
」「
山

の
手
」「
郊
外
」
の
3
つ
の
エ
リ
ア
に
分

か
れ
、自
主
的
に
テ
ン
ト
を
活
用
し
た
寝

場
所
を
つ
く
り
、運
営
ル
ー
ル
を
自
分
た

ア
で
話
し
合
わ
れ
た
復
興
に
向
け
た
イ

メ
ー
ジ
や
課
題
を
発
表
し
、
全
体
で
共

有
。な
に
よ
り
、「
事
前
復
興
」
の
重
要

性
を「
被
災
者
」一
同
が
認
識
し
て
、
こ

の
キ
ャ
ン
プ
は
終
了
し
た
。

い
ま
こ
そ
広
げ
よ
う
！

体
験
型
防
災
訓
練

　

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
１
９
９
９
年
、

国
営
昭
和
記
念
公
園（
立
川
市
）で
実
施

し
た
「
震
災
サ
バ
イ
バ
ル
・
キ
ャ
ン
プ
・

イ
ン
・
99
」
の
参
加
者
が
中
心
と
な
っ

て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
実
施

し
た
も
の
。当
時
採
択
し
た
「
宣
言
」
に

は
、「
体
験
機
会
づ
く
り
」
が
掲
げ
ら
れ

た
が
、20
年
経
っ
た
い
ま
、体
験
型
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
は
少
な
い
。行

政
は
、防
災
訓
練
を
行
う
の
は
都
や
市
・

区
、消
防
署
な
ど
の
公
的
機
関
と
、民
間

で
は
消
防
団
、町
会
・
自
治
会
を
中
心
に

結
成
さ
れ
た
防
災
会
を
想
定
し
て
お

り
、
一
般
市
民
に
よ
る
防
災
訓
練
で
公

園
利
用
を
申
請
し
て
も
な
か
な
か
許
可

さ
れ
な
い
の
が
実
態
だ
。都
立
公
園
の

管
理
を
行
っ
て
い
る（
公
財
）東
京
都
公

園
協
会
が
率
先
し
て
、
市
民
と
連
携
し

て
実
施
す
る
防
災
訓
練
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
９

実
行
委
員
／
杉
並
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
元
区
議
会
議
員
　
　
　
　 

市
橋
綾
子

●
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
都
が
募
集
す
る
「
都
民

に
よ
る
事
業
提
案
制
度
」
に
応
募
し
、
都
民
の
投

票
を
経
て
選
定
さ
れ
、
予
算
化
さ
れ
た
。
今
年
4

月
、都
は
「
地
域
協
働
復
興
の
普
及
啓
発
事
業
」（
都

市
整
備
局
）
を
創
設
。
入
札
に
よ
っ
て
事
業
者
が

決
ま
り
、
実
施
に
漕
ぎ
つ
け
た
も
の
。
こ
の
制
度

も
今
年
度
の
募
集
で
3
回
目
と
な
り
、
検
証
の
時

期
を
迎
え
て
い
る
。
市
民
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
制
度

に
な
る
よ
う
育
て
て
い
く
の
は
市
民
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

　

首
都
東
京
が
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
あ
と
、
被
災
者
と
な
っ
た
私
た
ち
は
暮
ら
し
と
ま
ち
の
復
興
に
ど
の
よ
う
に
向
か
え
ば

よ
い
の
だ
ろ
う
か
―
7
月
13
日
～
15
日
、
都
立
小
金
井
公
園（
小
金
井
市
）に
お
い
て「
復
興
ま
ち
づ
く
り
キ
ャ
ン
プ
２
０
１
９
」

が
同
実
行
委
員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。公
園
を
震
災
後
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
見
立
て
、復
興
プ
ロ
セ
ス
を
疑
似
体
験
し
、

「
仮
設
市
街
地
」や「
事
前
復
興
」を
考
え
、学
ぶ
2
泊
3
日
の
合
宿
研
修
に
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

都
心
低
空
新
ル
ー
ト
政
策
決
定
に
断
固
抗
議

計
画
は
白
紙
撤
回

合
理
的
代
替
案
の
再
提
示
こ
そ
を
示
せ
！

羽田空港機能強化に伴う都心低空新ルート計画の白紙撤回と合理的代替案の再提
示を求める要請を国交省に提出！

被災 3 カ月後を想定した 2 日目、疑似「被災者」たちはまず、「震災後に直面する避難期の暮らし」「仮設
市街地づくり」「復興まちづくり」の３テーマに分かれてセミナーに参加。「事前復興（事前の備え）」の重要
さなどを学んだ。イベント会場となった都立小金井公園で、７月 14 日

復興まちづくりキャンプ 2019 実行委員会⇒ https://r-cp.jp/
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7
月
21
日
か
ら
28
日
、「
第
28
回

多
摩
市
平
和
展
」
が
パ
ル
テ
ノ
ン
多

摩
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。多
摩
市
平

和
展
市
民
会
議
と
多
摩
市
が
一
年
を

か
け
て
準
備
す
る
平
和
展
の
中
で
、

多
摩
市
と
稲
城
市
に
ま
た
が
る
「
多

摩
火か

工こ
う
し
ょ
う
廠
」の
展
示
は
、回
を
増
す
毎

に
関
わ
る
人
を
拡
げ
内
容
を
深
め
て

き
た
企
画
で
す
。

多
摩
火
工
廠
っ
て

ど
ん
な
場
所
⁉

　

旧
火
工
廠
は
、
日
中
戦
争

（
1
9
3
7
年
～
45
年
）
開
始
の
翌

年
の
1
9
3
8
年
、
旧
日
本
陸
軍
の

火
工
廠
板
橋
製
造
所
多
摩
工
場
と
し

て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。火
薬
を
型
で

固
め
た
丸（
タ
マ
）が
、
こ
こ
か
ら
田

奈
の
弾
薬
工
場
（
現
在
の
こ
ど
も
の

国
）
や
相
模
原
の
兵
器
工
場
に
運
ば

れ
、爆
弾
や
地
雷
に
な
り
ま
し
た
。敗

戦
に
近
づ
く
と
、
中
高
生
ま
で
も
が

授
業
の
代
わ
り
と
し
て
危
険
な
作
業

を
し
て
い
た
こ
と
が
、
展
示
物
で
あ

る
女
学
生
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。

　

敗
戦
後
は
米
軍
が
接
収
、
朝
鮮
戦

争
（
1
9
5
0
年
～
53
年
：
南
北
分

断
の
ま
ま
休
戦
協
定
に
よ
り
今
日
に

至
る
）で
は
弾
薬
庫
と
な
り
、現
在
も

米
軍
の
サ
ー
ビ
ス
補
助
施
設
（
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
）
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
す
。自
衛
隊
の
対
空
ミ
サ

イ
ル
（
ホ
ー
ク
）
基
地
の
候
補
地
や
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の
野
戦
病
院
の
移

転
候
補
地
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
議

会
や
住
民
の
反
対
運
動
が
あ
り
実
現

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

旧
火
工
廠
＝
米
軍
サ
ー
ビ
ス
補

助
施
設
＝
返
還
を
求
め
る
動
き

　

さ
て
、
国
と
都
で
数
十
種
の
絶
滅

危
惧
種
が
確
認
さ
れ
る
約

1
9
6
万
㎡
の
広
大
な
敷
地
は
、
地

域
の
市
民
に
は
身
近
と
は
い
え
ま
せ

ん
。平
和
展
来
場
者
や
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
は
、「
実
際
に
中
に
入
っ
て
み

た
い
」「
若
い
世
代
に
伝
え
た
い
」と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、

2
0
0
0
年
の
多
摩
市
平
和
展
市

民
会
議
の
見
学
会
以
降
は
、
自
然
観

察
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。9
・
11
な
ど
に

よ
り
、
国
籍
審
査
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。

　

東
京
都
は
1
9
7
2
年
策
定
の

「
多
摩
弾
薬
庫
返
還
後
の
利
用
計
画
」

で
、
牧
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
を
も
つ
自

然
公
園
と
し
て
の
活
用
を
示
し
て
お

り
、現
在
も
、都
内
に
７
カ
所
残
る
米

軍
基
地
の
１
つ
と
し
て
半
年
ご
と
に

国
に
働
き
か
け
る
な
ど
、縮
小
・
返
還

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

直
近
で
は
昨
年
11
月
、「
多
摩
サ
ー

ビ
ス
補
助
施
設
及
び
赤
坂
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
が
直
ち
に
返
還
さ
れ
る
よ
う

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
」
と
重

点
化
し
て
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
多

摩
市
民
で
も
知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。そ
れ
ほ
ど
関
心
が
な
い
、と

い
う
よ
り
、
こ
の
場
所
の
こ
と
を
知

ら
な
い
の
で
す
。

　

研
究
者
の
神
子
島
健
さ
ん
（
東
京

工
科
大
学
准
教
授
）
に
よ
る
連
続
学

習
会
に
よ
り
、
市
民
の
理
解
を
深
め

て
き
た
多
摩
火
工
廠
。

　

地
域
の
戦
跡
を
ま
ず
知
り
、そ
の
あ

り
方
を
市
民
が
考
え
よ
う
と
い
う
住

民
自
治
の
拡
が
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
多
摩
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
前
市
議
会
議
員
　
向
井
佳
穂
理

第２回定例会文書質問から
ゲノム編集食品の表示を求める
東京・生活者ネットワーク都議会議員

山内れい子［国立市・国分寺市］

進
む
遺
伝
子
操
作
技
術

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ゲ
ノ
ム
編
集
技

術
が
応
用
さ
れ
て
い
る
。医
学
分
野
で

は
、
ヒ
ト
の
受
精
卵
へ
の
遺
伝
子
操
作

と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ュ
ー
ス
か

ら
、
生
命
倫
理
の
問
題
を
中
心
に
議
論

さ
れ
始
め
た
。食
品
に
つ
い
て
も
、
す
で

に
肉
厚
の
真
鯛
や
毒
の
な
い
ジ
ャ
ガ
イ

モ
、
血
圧
を
抑
え
る
ト
マ
ト
な
ど
が
開

発
さ
れ
て
い
る
。

　

報
道
に
よ
る
と
、
東
大
な
ど
の
研
究

チ
ー
ム
が
実
施
し
た
市
民
の
意
識
調
査

で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
知
っ
て
い
た

人
は
半
数
以
下
で
あ
り
、
ゲ
ノ
ム
編
集

さ
れ
た
農
産
物
を「
食
べ
た
く
な
い
」と

の
回
答
が
43
％
、家
畜
に
つ
い
て
は
53
・

3
％
が「
食
べ
た
く
な
い
」と
答
え
た
と

い
う
。近
い
う
ち
に
流
通
が
始
ま
る
と

言
わ
れ
て
い
る
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
だ

が
、
こ
の
技
術
に
関
す
る
情
報
は
非
常

に
少
な
く
、
市
民
に
知
ら
さ
れ
な
い
ま

ま
食
卓
に
上
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
は
、
生
物
の
遺
伝

情
報
を
改
変
す
る
も
の
だ
。野
菜
や
魚
、

家
畜
な
ど
の
ゲ
ノ
ム
の
一
部
を
壊
す
な

ど
操
作
し
、
肉
付
き
や
成
分
な
ど
の
ね

ら
っ
た
性
質
を
引
き
出
す
。厚
労
省
は
、

別
の
遺
伝
子
を
挿
入
す
る
わ
け
で
は
な

く
従
来
の
品
種
改
良
を

効
率
的
に
行
う
も
の
で

あ
り
、突
然
変
異
と
区
別

で
き
ず
安
全
性
審
査
は

不
要
、届
け
出
も
任
意
と

し
て
い
る
。し
か
し
、
標

的
外
の
遺
伝
子
も
壊
し

て
し
ま
う
「
オ
フ
タ
ー

ゲ
ッ
ト
」や
、
編
集
で
き

た
遺
伝
子
を
選
別
す
る

た
め
の「
マ
ー
カ
ー
遺
伝

子
」の
使
用
な
ど
、
改
変

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な

被
害
が
起
こ
る
か
不
明

で
あ
り
、安
全
性
へ
の
懸

念
は
払
し
ょ
く
で
き
て

い
な
い
。
こ
の
ま
ま
で

は
、表
示
も
さ
れ
ず
に
ゲ

ノ
ム
編
集
食
品
が
近
く

市
場
に
出
回
る
こ
と
に

な
る
。

食
品
安
全
条
例
を
活
か
せ

　

東
京
都
に
は
食
品
安
全
条
例
が
あ

り
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
都
民
の
情

報
取
得
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
る
。ま
た
、「
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
応
用
食
品
の
マ
ー
ク
表

示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
あ
り
、
遺
伝
子

組
み
換
え
食
品
の
販
売
に
関
し
て
独

自
マ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る
。消
費
者
が

食
品
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、表
示
が
欠
か
せ
な
い
。ゲ
ノ
ム

編
集
食
品
に
つ
い
て
も
、
国
に
対
し
て

表
示
を
求
め
る
と
と
も
に
、
都
が
率
先

し
て
独
自
マ
ー
ク
で
表
示
す
る
し
く

み
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ノ
ム
編
集
の
農
産
物
に
つ

い
て
は
、
農
業
生
産
者
へ
の
情
報
提
供

も
重
要
だ
。国
内
で
ゲ
ノ
ム
編
集
農
産

物
の
栽
培
が
始
ま
る
場
合
、
都
内
の
農

家
が
種
を
購
入
す
る
際
に
遺
伝
子
組

み
換
え
お
よ
び
ゲ
ノ
ム
編
集
作
物
で

あ
る
か
ど
う
か
が
わ
か
る
よ
う
情
報

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。さ
ら
に
、
カ

ル
タ
ヘ
ナ
議
定
書
に
基
づ
き
、
生
物
多

様
性
の
観
点
か
ら
も
、
ゲ
ノ
ム
編
集
の

生
物
に
つ
い
て
、
遺
伝
子
組
み
換
え
と

同
様
に
栽
培
や
育
成
す
る
際
に
は
明

ら
か
に
す
べ
き
だ
。

　

Ｅ
Ｕ
で
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
を
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
と
同
水
準
の
規

制
を
す
る
と
伝
え
ら
れ
、
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
を
取
り
扱

わ
な
い
と
発
表
し
た
。多
く
の
消
費
者

団
体
か
ら
は
表
示
を
求
め
る
意
見
が

出
さ
れ
、署
名
活
動
も
実
施
中
だ
。

　

こ
れ
ま
で
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
を
は
じ
め

と
す
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
問
題

に
取
り
組
ん
で
き
た
。遺
伝
子
操
作
技

術
は
、
ど
ん
ど
ん
新
た
な
も
の
が
出
て

き
て
、
そ
れ
を
市
民
が
検
証
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
事
態
に
な
っ
て
い
る
。遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
に
つ
い
て
も
表

示
の
し
か
た
が
変
わ
り
、
T
P
P
を

念
頭
に
輸
入
拡
大
に
向
け
た
緩
和
策

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。食
べ
も
の
の
安

全
は
生
活
の
基
本
で
あ
り
、
命
に
関
わ

る
。今
後
も
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い

く
。

さようなら原発全国集会
9月16日（月・休）11：00ブース開店　12：30開会　代々木公園B 地区（原宿駅）　15：00デ
モ出発　「さようなら原発」一千万署名市民の会 03-5289-8224

イットク　フェス !!　2019
9月22日（日）11：00 ～ 20：00（予定）　国会周辺 9ステージ＋2カ所（国会議事堂前駅、永
田町駅）　言っとくけど、俺の自由はヤツラにゃやらねえ！ロック・フェスティバル　投げ銭、カ
ンパ歓迎　実行委員会https://ittoku.site

たんぽぽ舎30周年記念の集い
命と大地を放射能から守れ 原発やめよう みんなの想い
9月22日（日）13：30 ～ 16：45　ベルサール神保町 3階（神保町駅、水道橋駅）　記念講演：
小出裕章　リレートーク：阿部功志、鴨下全生、熊本一規、菅井益郎、武藤類子、安田節子、山
崎久隆　当日1200円、前売1000円　たんぽぽ舎 03-3238-9035

私たちは『買われた』展
9月27日（金）9：30 ～ 20：00、28日（土）9：30 ～17：00　クリエイトホール5階展示室（八王子駅）
1500円、前売1300円、高校生以下無料　八王子手をつなぐ女性の会 090-6147-1257

「文化」から読み解く韓国/日韓－韓流の歴史的意義と「嫌韓」
10月5日（土）14：00 ～ 16：00　高麗博物館展示室（東新宿駅）　講師：権容ソク（クォン・ヨ
ンソク）（一橋大学准教授）　1000円（入館料含む）　要予約　高麗博物館03-5272-3510

第
28
回
多
摩
市
平
和
展
か
ら

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

身
近
な
戦
争
遺
跡  

多
摩
火か

工こ
う
し
ょ
う廠

編集後記／ 74回目となる終戦の日を翌日に控えた 14日、夏休暇の一日を神奈川県立近代美術館で過ごした。目当ては柚木沙弥郎の「鳥獣戯画」。圧倒で
ある。／さて、国内最大規模の国際芸術祭「あいちトリエンナーレ 2019」で、「表現の不自由展・その後」の一方的中止に、抗議と再開を求める声が高まっ
ている。名古屋市の河村市長の、特定の表現活動を指しての弾圧行為は切って捨てるしかないが、何より、「圧力によって人々の前から消された表現を集め
て現代日本の表現の不自由状況を考える」とした企画を、その主催者が自ら弾圧するという事態に追い込まれたのだから、ことはやっかいだ。しかしながら、
17年改正の文化芸術基本法に照らせば、その前文で定める「文化芸術の礎たる『表現の自由』の重要性を深く認識し、その自主性を尊重する」、同付帯決
議が求める「文化芸術活動を行う者の、その活動内容に不当に干渉しない」、これに抵触することは明白。主催者各位の再考を念じるものである。（加藤）

第 28 回多摩平和展を前に発行されたパンフレット「身近な戦
争遺跡　多摩火工廠」。企画・編集：多摩市／多摩市平和展
市民会議、発行：2019 年 3 月

米軍多摩サービス補助施設内に残る、旧日本帝国陸軍が造った建物や
構造物。写真上＝完成した火薬を保管していた半地下式倉庫（パンフレッ
ト「身近な戦争遺跡　多摩火工廠」より）。写真下＝希少な木造の建物
を見学する平和展市民会議のメンバー、2000 年


